予算要求資料
平成26年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費
	事業名　防災サポーターズ強化等支援事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　知事直轄　危機管理部門　防災課　防災支援係　電話番号：058-272-1111（内2746）
　　　　　　　E-mail：c11115@pref.gifu.lg.jp
	（平成２６年４月１日以降のこの事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

　　危機管理部　防災課　防災支援係　電話番号：058-272-1111（内2746）

　　　　 　　　　　　　E-mail： c11115@pref.gifu.lg.jp


１　事業費　　        　　　　　2,639千円（前年度予算額：2,214千円）
＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
	2,214
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,214

	要求額
	2,639
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,639

	決定額
	2,639
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,639


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
県では「自らの命は自ら守る　みんなの地域はみんなで守る」という防災の基本理念の浸透と地域防災力の向上を図るため、災害図上訓練の指導者養成等の事業を推進してきたが、今年度より、総合的な防災知識を有する防災リーダーを育成するための「総合防災リーダー育成講座」を実施し、人材育成の強化に向けた取り組みを強化した。
今後、「総合防災リーダー育成講座」修了者などを「ぎふ清流の国防災リーダー」として新たに認定する制度を構築することにより、地域の防災リーダーとして幅広く活躍できる場を提供するとともに、県民の防災意識のさらなる向上を図っていく。
（２）事業内容

①災害図上訓練（ＤＩＧ：ディグ）指導者養成講座
災害図上訓練は、県民に自分たちの住んでいる地域における災害時の危険箇所、避難所の位置などを知り、自ら避難経路や避難方法を考える訓練であり、自助、共助の取り組みを行ってもらう契機として有効であることから、主に地震災害を対象とし、平成16年度から実施しており、災害図上訓練を多くの地域で実施できるよう、引き続き指導者の養成を行う。受講者いただいた方が地域にノウハウを持ち帰り、ＤＩＧ講師として活躍していただくことを期待する。
②災害図上訓練（ＤＩＧ）風水害スキルアップ養成講座　
平成22年に発生した「７・１５豪雨災害」の検証結果から、広く県民の方々に、避難勧告等の意味、地域の水害の危険性や避難経路などを知り、迅速・的確な避難行動をとっていただくため、洪水ハザードマップや土砂災害ハザードマップ等を活用した災害図上訓練を平成23年度から実施している。
平成26年度も引き続き、「短期的・局地的豪雨災害」についての知識、風水害を対象とした災害図上訓練を実施するための技術の取得を目的とした『災害図上訓練（ＤＩＧ）風水害スキルアップ研修』を実施する。
受講対象者はこれまでに災害図上訓練（ＤＩＧ）指導者養成講座を受けた受講者とし、受講後、地域で災害図上訓練を実施していただくことで、人材を有効に活用する。過去にＤＩＧ受講者いただいた方が、よりレベルの高いＤＩＧを開催できるようノウハウを伝え、ＤＩＧ講師としてより活躍していただくことを期待する。
③避難所運営指導者養成講座（ＨＵＧ：ハグ講座）
大規模災害が発生した場合、多くの人々が避難所での生活を強いられることになるため、災害時における避難所の運営を実践できる人材を平時から育成することが重要である。県民が避難所の運営を模擬体験できるＨＵＧについて、引き続き、県民に広く周知し、市町村や学校独自での実施につなげることを目指す。
※ＨＵＧとは

静岡県が開発した避難所運営ゲームであり、Ｈ（避難所）Ｕ（運営）Ｇ（ゲーム）の頭文字を取ったもので、英語で「抱きしめる」という意味
④総合防災リーダー育成講座
防災に関する専門的知識を習得し、総合的な防災知識を有する防災リーダーとして活躍が期待できる防災スペシャリスト（防災士）を養成するための講座を実施する。
※防災士とは 
社会の様々な場で減災と社会の防災力向上のための活動が期待され、そのために　十分な意識・知識・技能を有する人を、日本防災士機構(NPO)が認証

⑤【新規】ぎふ清流の国防災リーダー登録制度

　　「総合防災リーダー育成講座」修了者などを「ぎふ清流の国防災リーダー（仮称）」として県が独自に認定する制度を構築することにより、地域の防災リーダーとして幅広く活躍できる場を提供するとともに、県民の防災意識のさらなる向上を図っていく。

　　防災リーダーは、学校における「命を守る訓練」や、地域・企業等における防災アドバイザーとして幅広く活躍してもらう。

⑥【新規】ＧＩＳを活用した防災マップ作成支援

　　　大学生にＧＩＳ操作スキルを指導し、操作方法について精通した人材を育成することにより、地元市町村、大学、地域が協力して行うＧＩＳを活用した防災マップづくりを支援し、地域住民の防災意識の向上を図るともに、災害に強い地域モデルを構築する。

　　　モデル地区の活動で明らかとなった「地域におけるＧＩＳを利用した防災活動のポイント」を整理し、防災リーダーが地域で活動する際に活用していく。

⑦災害ボランティアコーディネーター養成講座　
災害時における公助の取組みには限界があることから、災害ボランティアの役割は必要不可欠であり、各地から被災地に集まってくる災害ボランティアをどう活用していくかなど、災害ボランティアセンターの役割は重要である。
この講座は、県と災害ボランティアセンターを設置する社会福祉協議会等と共催し、災害時のボランティアをコーディネートできる人材を育成するものである。
⑧災害ボランティア連絡会議
　ボランティア関係団体等を集めた情報交換会を開催することにより、各団体の連携を深めるとともに、災害時に備える。
⑨災害時におけるボランティアセンター設置　 
災害が発生した場合の災害ボランティアセンター県本部の開設経費支援を行う。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	1,014
	講師等謝金

	旅費
	505
	講師等旅費、職員業務旅費

	需用費
	693
	研修資料作成費、事務用品代

	役務費
	152
	通信運搬費

	使用料及び賃借料
	275
	研修等会場借上料

	合計
	2,639
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
○岐阜県地域防災計画

　　第４節 自主防災組織の育成と強化

○長期構想「希望と誇りの持てるふるさと岐阜県を目指して」

　　　第５章　公の力で災害時に個人・地域を支える環境をつくる
（２）事業主体及びその妥当性
　地域防災力の向上のためには、地域住民の防災スキルアップが必要であるが、本事業を通じて直接住民の防災スキルアップに貢献することができる。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）
	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
南海トラフ巨大地震といった「超」大規模災害の発生に備えるため、さらなる地域防災力の向上に取り組む中で、様々な分野における総合的な防災知識を有する防災リーダーを育成・活用していくことが引き続き急務であり、こうした防災リーダーの育成と有効活用に取り組んでいく。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	災害図上訓練（DIG）指導者養成講座受講者数　
	-
（H16）
	177人
（H22）
	354人
（H23）
	278人
（H24）
	毎年200人
H23～27
	139％


	災害図上訓練（DIG）
風水害スキルアップ養成講座受講者数　
	-
（H22）
	224人
（H23）
	297人
（H24）
	175人
（H25）
	毎年300人
H23～27
	58.3％


	総合防災リーダー

育成講座受講者数

※H25は1回分
	-
（H24）
	-
	-
	99人
（H25）


	毎年200人

	99％
※100人で算出

	避難所運営指導者養成講座（HUG）受講者数
	-

（H24）
	-
	-
	205人

（H25）
	毎年120人
	171％




（平成25年度の取組）
	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）災害図上訓練（DIG）指導者養成講座　
・平成26年2月に県内3会場で開催予定
（２）災害図上訓練（DIG）風水害スキルアップ養成講座　受講者計175人　
・第１回　平成25年5月23日（木）瑞穂市総合センター（受講者49人）
  ・第２回　平成25年5月30日（木）羽島市民会館（受講者57人）
  ・第３回　平成25年6月 7日（金）東濃西部総合庁舎（受講者69人）
（３）総合防災リーダー育成講座
　・第１回　平成25年7月～9月　瑞穂市総合センター（受講者99人）
　・第２回　平成26年1月～2月　関市にて開催予定

（４）避難所運営指導者養成講座（HUG）　　受講者計205人
・第１回　平成25年 7月23日（火）関市わかくさプラザ（受講者30人）
  ・第２回　平成25年 8月16日（金）御嵩町役場（受講者38人）
  ・第３回　平成25年 9月 5日（木）高山市役所（受講者26人）

　・第４回　平成25年 9月18日（水）笠松中央公民館（受講者30人）

  ・第５回　平成25年 9月25日（水）本巣すこやかセンター（受講者31人）

　・第６回　平成25年10月12日（土）土岐市文化プラザ（予定受講者50人）


（平成25年度の成果）
	・平成25年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　県民が地域を知り、防災に関心を持つ方策としてＤＩＧは大変有効であり、風水害スキルアップ養成講座受講者に実施したアンケート結果でも大変好評であった。 
　また、平成25年度より新しく始まった避難所運営指導者養成講座（ＨＵＧ）においては、避難所運営を本格的に学べると大変好評であり、講座終了後にも受講者からＨＵＧに関する問い合わせや、キット貸し出し要望等、多くの反応があった。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）
	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○

	県民が地域を知り、防災に関心を持つ方策として 、ＤＩＧ及びＨＵＧは大変有効な方策であり、事業の必要性が高い。 
さらなる地域防災力の向上に取り組む中で、様々な分野における総合的な防災知識を有する防災リーダーを育成・活用していくことが引き続き必要であることから、防災リーダーの育成は重要であり、事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
○

	今年度から開始した第１回「総合防災リーダー育成講座」には定員の倍近い応募者（187人）が殺到したため、抽選を実施した結果、受講者数は達成率99％となったが、事業効果は顕著に現れている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
○

	ＤＩＧ及びＨＵＧ、総合防災リーダー育成講座については、受講者募集にあたり、県教育委員会、市町村及び市町村社会福祉協議会と密接に連携することにより、募集の効率化を図った。


（今後の課題）
	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
ＤＩＧ及びＨＵＧは県民の防災意識向上に大変有効であるが、東日本大震災発生後、県民の防災に関するニーズは高まっており、さらなる県民のニーズに応えていくためには、幅広い防災知識を習得した人材育成が引き続き必要であるともに、防災リーダーの効果的な活用について検討していくことが不可欠である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
今後、南海トラフ巨大地震などの「超」広域災害の発生に備えるため、さらなる地域防災力の向上に取り組むとともに、様々な分野における総合的な防災知識を有する防災リーダーを育成するとともに、効果的に活用していく。



